
ＪＡ愛知西なす協議会の若手生産者グループである生産技術係は、昨年度、環境制御に関する

技術を含めた促成ナスの栽培管理指針を作成しました。今年度は、より現場で使える資料とする

ために改訂を行いました。今後、平均単収 20 トンを目標に掲げ、全協議会員に指針を配布して

単収向上をけん引していきます。 

本協議会では、５年ほど前から環境制御機器（炭酸ガス発生機 26 台）

や環境モニタリング装置（あぐりログ 23 台）の導入が進んできまし

た。 

今年度、前作のほ場巡回で新たに判明した問題点や、ベテラン協議

会員の意見を内容に反映させ、栽培管理指針をより現場の状況に則し

た実用的な指針へとブラッシュアップさせました。農業改良普及課か

らは、ｐＦ値に基づく土壌水分管理など今作で調査した結果に基づく

改善を提案しました。 

「夕焼け姫」は愛知県が育成した果皮色が鮮やかなオレンジ色のカンキツです。東海市は、早

くから同市農業センターで試験栽培を実施しており、品質が優秀なため栽培の機運が高まり、マ

ルチ栽培夕焼け姫部会の設立総会が開催されました。部会では栽培方法の検討を行いながら高

品質安定生産を目指し、「夕焼け姫」を東海市のブランドとして育てていきます。 

設立総会では、来賓の東海市長から「皆が心をひとつにし、東海市の「夕焼け姫」は日本一だ

といわれるように頑張ってほしい」と激励の言葉が述べ

られました。 

設立総会後に農業改良普及課から栽培マニュアルを

説明し、糖度 12 度以上、クエン酸 1.0％以下という努力

目標を示しました。参加者からは「高い目標だが皆が達

成できるように頑張っていきたい」と声が上がりまし

た。部会員の多くが、苗を植えたばかりで収穫が始まる

のは２～３年後となるため、部会では東海市が設置した

「夕焼け姫」試験ほ場において、栽培方法の検討を行い、

部会員の高品質果実生産技術の習得を目指します。 

知 多 心をひとつに！東海市のマルチ栽培夕焼け姫部会が始動！

と き 

ところ 東海市農業センター 

令和２年８月２４日（月）

尾 張 
促成ナス若手生産者グループが栽培管理指針を改訂
～目指せ平均単収 20 トン～

と き

一宮市、稲沢市

令和２年８月１７日（月） 

ところ

作成した栽培管理指針

設立総会及び説明会の様子



西尾鉢物出荷組合は、豊明花き（株）が開催する「商品説明会」を西尾市内からリモート中継

により実施しました。生産者は秋のおすすめ商品等の説明をウェブ会議ツール「Zoom」を使って

行い、買参人は豊明花き卸売市場の会議室または各々のパソコンから視聴をしました。 

豊明花き（株）は、生産者自らが商品の説明を買参

人に行う「商品説明会」を定期的に開催しており、新

型コロナウイルス感染症対策のため新たにリモート

での実施を試みることとし、第１回目の開催地とし

て西尾鉢物出荷組合が選ばれました。当日は６名の

生産者が代表して各自のおすすめ商品の特徴や管理

方法を紹介しました。約 30 分間のリモート中継は質

疑応答も含めてスムーズに行われました。成功裏に

終わったことから、次回も 10 月中旬に西尾市から開

催する予定となりました。 

ＡＳＩＡＧＡＰ認証取得に前向きな茶生産者７名がＧＡＰの研修会に参加し、荒茶加工工場

における取組のポイント等について学びました。ＡＳＩＡＧＡＰについての理解度が向上し認

証取得に一歩近づきました。

豊田市茶業組合の有志９名は、昨年度「とよた茶愛知県ＧＡＰの会」として愛知県ＧＡＰ認証

を取得しており、国際水準ＧＡＰへのステップアップを

目指しています。 

この度、「製茶工場におけるＡＳＩＡＧＡＰの取組」を

テーマに今年度第１回目の研修会を開催し、７名が参加

しました。ＮＰＯ法人ＧＡＰ総合研究所から講師を招き、

荒茶加工工場の各工程を見て回りながら、鉄骨の塗装剥

がれによる異物混入への対策など具体的な指導を受けま

した。終了後に早速、審査の申請手続きを始めた生産者も

おり、認証取得に向けた積極的な動きもみられました。 

西三河 西尾鉢物出荷組合がリモート商品説明会を試験実施

と き 

ところ ＪＡ西三河あぐりセンター野々宮（西尾市）

令和２年８月１７日（月）

豊田加茂 
ＡＳＩＡＧＡＰ認証取得に一歩前進！ 
茶生産者がＧＡＰの研修会に参加

と き 

ところ 豊田市 

令和２年８月２５日（火）

講師の高垣氏（右端）と参加者ら 

リモート商品説明会の様子 



農村輝きネット・しんしろ※では、地域農産物の新たな調理方法などを検討する目的で、地域

農産物加工実習を年４回程度、新城市の施設にある調理実習室を借りて実施しています。完成し

たレシピには新城市広報「ほのか」に毎月掲載し、新城市民に紹介しています。 

農村輝きネット・しんしろは、地域の食材を利用したレシ

ピの提供や市民向けのクッキング教室の開催などの食育活

動を行っています。今年度は、米の消費量拡大を目指して、

米や米粉を使用した料理を考案しています。今回は、ミネア

サヒの米粉を活用した「おやき」、「だいこんもち」などを、

新型コロナウィルス感染症対策を取りながら調理しまし

た。米粉の粒度の違いで料理の出来栄えに差ができ、会員同

士で知恵を出し合い、試行錯誤してレシピを完成させまし

た。 

※全国生活研究グループ連絡協議会の下部組織である「農村輝き

ネット・あいち」の新城支部 

いわゆるマイナー作物の「つまもの」は、病害虫防除に使用可能な農薬の数が多くありません。

管内のつまもの生産組織は、県のマイナー作物農薬登録加速化事業の農薬登録に必要なデータ

採集に積極的に協力し、使用可能な薬剤の確保を自ら行っています。各品目の収穫期が重なる夏

場を迎え、本年度計画の約７割にあたる５剤 13 試験

が、猛暑の中ほぼ連日現地ほ場で行われました。 

試験では、登録を希望する農薬を生産者ほ場で実際

に使用し、病害虫に対する効果（薬効）の調査や、残

留分析のための収穫物の収去作業などを行う必要があ

ります。試験後の作物は、登録外農薬を使用したこと

になるため、出荷することができません。試験ほ場の

提供や作業への協力は、各生産組織と生産者の深い理

解の上で成り立っています。 

また、薬剤散布時の遮蔽や収去作業は、農業改良普

及課、農総試、経済連、県植物防疫協会、ＪＡ、生産者

が連携し、協力して行いました。 

新城設楽 農村輝きネット・しんしろが地域農産物加工実習を開催 

と き 

ところ 新城青年の家 調理実習室（新城市）

令和２年８月４日（火） 

東三河 コロナ禍に負けず、つまもの農薬登録拡大試験に懸命に取り組む

と き 

ところ 豊橋市、豊川市、蒲郡市 

令和２年８月

おやき 

花穂の収去作業を行う生産者たち 

（豊橋温室園芸農協 花穂・穂じそ部会） 



ＪＡ愛知みなみグロリオサ出荷連合では、「なばなの里」や豊橋駅でグロリオサの認知度を高

めるためのプロモーション展示を行いました。Instagram への投稿が相次ぎ、生産者は手応えを

感じています。 

「なばなの里」では５月に生産者が球根 200 球を持ち込んで植え付け方法や管理方法を指導し、

７月には温室内で２メートル以上に伸びたグロリオサが

次々と開花しました。 

また、豊橋駅では８月 17 日～22 日にグロリオサの切り花

300 本を使った豪華なディスプレイを改札前に制作しまし

た。当産地の特徴であるバリエーション豊かなオリジナル品

種をふんだんに使用し展示しました。 

これらの取組は、グロリオサの認知度を高めることを目的

に生産者が企画し、農業改良普及課が展示内容やスケジュー

ルの調整、次世代国産花き産業確立推進事業（国）の活用な

どの支援を行って実現しました。 

田 原 なばなの里・豊橋駅でグロリオサを“映え展示”

と き 

ところ なばなの里（三重県桑名市）、豊橋駅（豊橋市）

令和２年７月～８月 

豊橋駅の展示 


